
小野勝彦教授のご退任に寄せて
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京都府立医科大学大学院医学研究科　神経発生生物学

小野勝彦先生におかれましては、京都府立医科大学生物学教室における 14 年にわ

たる教育・研究活動を終えられ年度末にご退任を迎えられますこと、心からお祝い申

し上げます。

小野先生は岡山県新見市のご出身で、昭和 55 年 3 月に岡山大学理学部生物学科を

ご卒業されました。昭和 57 年 3 月に同大学院理学研究科修士課程を修了された後、

同年 4 月に岡山大学医学部解剖学第三講座の助手として着任されました。昭和 63 年

9 月に岡山大学にて医学博士を取得され、平成 5 年 4 月に講師に昇任されました。岡

山大学医学部解剖学第 3 講座では新見嘉兵衛教授、川村光毅教授、徳永叡教授に師

事され、解剖学の学生教育ならびに研究活動に従事されました。また平成 4 年 8 月か

ら 2 年間アメリカ・オハイオ州クリーブランドの Case Western Reserve 大学に留学

され、Urs Rutishauser、Robert H Miller 両博士の元で細胞移動の研究に従事され

ました。平成 7 年 12 月に島根医科大学医学部解剖学第 2 講座（安井幸彦教授）の助

教授として就任され、平成 15 年 3 月より岡崎国立共同研究機構・生理学研究所・神

経情報部門（平成 16 年より自然科学研究機構・生理学研究所・分子生理学研究部門

に名称変更）の助教授（平成 19 年より准教授）に就任されました。生理学研究所で

は池中一裕教授の研究室における中心的メンバーとしてご活躍されました。

平成 20 年 7 月より京都府立医科大学生物学教室および大学院医学研究科・生命情

報分子科学（平成 22 年 4 月より神経発生生物学に名称変更）の教授として就任され、

また平成 20 年から平成 22 年 3 月まで総合研究大学院大学・葉山高等研究センター

の特任研究員を兼任されています。京都府立医科大学では平成 25 年から 27 年、ま

た平成 29 年から令和 3 年まで教養教育部長、また令和 3 年 4 月より学長特別補佐を
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併任されました。

京都府立医科大学では主に医学部医学科 1 回生を対象とした「生物科学」および「生

物学実習」をご担当され、教養生物学の講義にご尽力されました。また三大学共同化

科目として「生物学的人間学」「現代社会とジェンダー」「生命科学講話」などの講義、

大学院修士課程の「分子生命科学特論」や博士課程の「神経科学特論」の講義をご

担当され、学部および大学院教育にもご尽力されました。特に平成 28 年度より開始

したオランダ・マーストリヒト大学とのダブル・ディグリープログラムの創設準備に

貢献され、神経発生生物学においてもこれまでに 2 名の学生が同プログラムを修了し

ています。また平成 26 年に行われた花園学舎から下鴨・稲盛記念会館への研究室の

移設、またそれに伴うカリキュラムの立案と調整には多大なご尽力をされました。ま

た近年の入試改革制度への対応や、コロナ禍でのオンラインによる学生指導体制の確

立にも貢献されました。

小野先生は神経発生生物学、特にオリゴデンドロサイト細胞の発生に関しては国内

外を通じて唯一無二の専門家でもあります。特に、それまでほとんど知られていなかっ

た神経細胞やグリア細胞の接線方向の移動やその分子機構を報告した論文は国際的に

高い評価を受け、その後一大ブームとなった神経細胞移動の研究のさきがけとなりま

した（Ono et al. Neuron 1994, 1997）。またオリゴデンドロサイトの発生を制御する

転写因子である Olig2 の機能に着目され、この遺伝子の機能欠損変異マウスを用いた

表原型の解析によりOlig2 の新規な機能を発見され、その成果を Development など

の国際雑誌に多数報告されました。小野先生の着任後、神経発生生物学教室からは 8

名の学生が修士課程を修了しました（うち 2 名は上記ダブル・ディグリープログラム

を修了）。また岡山大学や新潟大学の学外基礎配属学生の受け入れと指導にも尽力さ

れ、所属大学における研究発表で優秀賞を受賞した学生もおります。さらにご自身の

解剖学の深い知識や電子顕微鏡による細胞形態の解析技術を駆使され、国内外の様々

な研究者との共同研究により多数の論文を発表されています。小野先生はご多忙の中

でもベンチワークから離れたことはなく、この原稿を執筆している現在も小野先生を

筆頭・責任著者とする 2 つの論文が投稿中であり、査読者からのコメントに対する実

験計画を思案されています。

小野先生の飾らないお人柄を頼り、在任中は様々な教職員や学生がたびたび生物学

教室を訪問されていました。小野先生はその都度真摯に傾聴され、時には具体的な解
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決のために奔走されていました。小野先生の幅広く深いご交友の末席に位置する者と

して、個人的な感謝は別の機会に述べさせて頂こうと思いますが、何よりも 2010 年

の初夏に小野先生からのメールを頂かなければ、私は決して京都で暮らすこともなく、

いまだに北欧の極寒の冬を過ごしていたことは間違いなく、先生には感謝の言葉もご

ざいません。

最後になりましたが、先生の本学での多大な教育・研究へのご貢献に対し厚く御礼

申し上げるとともに、ご退任後の先生のご健勝をお祈り申し上げます。
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and migration of oligodendrocyte precursors into the chick optic nerve.  

Neuron 19: 283-292 
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小野勝彦教授　略歴

学歴

昭和 55 年 3 月 岡山大学理学部生物学科卒業

昭和 57 年 3 月 岡山大学大学院理学研究科修士課程修了　理学修士

昭和 63 年 9 月 医学博士（岡山大学医学部）

職歴

昭和 57 年 4 月 岡山大学医学部助手　解剖学第三講座

平成 4 年 8 月 米国オハイオ州　ケースウェスタンリザーブ大学研究員

   （平成 6 年 8 月まで）

平成 5 年 4 月 岡山大学医学部講師　解剖学第三講座

平成 7 年 12 月 島根医科大学医学部助教授　解剖学講座第二

平成 15 年 3 月 岡崎国立共同研究機構　生理学研究所　助教授

平成 20 年 7 月 京都府立医科大学医学部　教授　生物学教室

   同　大学院生命情報分子科学　教授

   総合研究大学院大学葉山高等研究センター特任研究員

   （平成 23 年 3 月まで）

平成 22 年 4 月 同　大学院神経発生生物学　教授（名称の変更）

平成 25 年 4 月 同　教養教育部長（平成 27 年 3 月まで）

平成 29 年 5 月 同　教養教育部長（令和 3 年 3 月まで）

平成 3 年 4 月 同　学長特別補佐（入試担当）
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